施設処遇会議　議事録

と　き：H18.11.27　13:30～15:00

ところ：青山荘地域交流室

　　　　　出席者：村田I.O.O・江刺家I.O.O・秋山Ｇ.Ｏ.M・　　　長谷部G.O.M・山口・三浦・山田・原・小笠原・小坂・小松

（欠席者：C.E.O・佐々木）

記　録：小松

議題

１：馬渡　武光様（青風荘入所者様）の処遇について

２：下妻　康貴様（青明舎利用者様）の処遇について

３：宮　　陽子様（青山荘入所者様）の処遇について

１：馬渡　武光様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症

　＜問題点＞

1 糖尿病であるが、病気に対して理解が無く、食に対する執着心が強い。（盗食・他者へおやつをたかる・ゴミをあさる）

介入方法→・毎月、採血し血液検査のデーターを見ながら主治医と相談し、食生活について定期的に確認・検討している。

　　　　　・現在、主治医と相談の結果、普通食となっているが、間食も多くなってきており、データーが悪化傾向にある。ジュースや間食の制限の必要性を説明し、買物の際には内容を確認しアドバイスしている。

②コーヒー・タバコ等の自己制限が出来ない。

介入方法→・嗜好品の制限が難しく、自分の購入していた分がなくなると他者にたかったり、タバコのしけもくをしたりする事があり、その都度注意しているが理解されている様子は無い。（タバコに関しては、まとめ買いしている物を預かり日付を記入しその日に渡す。飲水量が多い時には声掛けをする）

③こちらからの説明をなかなか理解できない。

介入方法→・指導を行なう時は、理由を分かりやすく繰り返し説明する。

　　　　　・他者との疎通が図れないときには介入する。

＜評価＞

　保護者（長男）徐々に高齢となってきている事から、今後、保護者を誰にしていくのかを面談を行ない決めていく必要がある。現在、面会は、日赤病院入院前より定期的に来られずにいる。現在のケアを繰り返し行ない、現状を維持して行く事が最優先である。ゴミ箱をあさる事に関しては、糖尿病の方のおやつは決めてはどうか？

２：下妻　康貴様（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症

　＜問題点＞

1 本人の希望する就労と現状に差がある。

介入方法→・パート先（パセリー菜）に行き、本人の就労状況、作業能力の確認、今後の本人の就労について職場と話し合いを持つ。

・本人・家族と就労の方向性についてのすり合わせを行なう。

・本人の就職に向けての意義と仕事の希望を明確にし、青明舎でサポートできる支援について説明する。

· 関係機関と連携をとり、情報共有を図る。

2 うまく悩みや不安を相談できない。

　介入方法→・本人が相談しやすい環境を作る。本人と青明舎の信頼関係を築く。来所できる機会を増やすよう促す。

　　　　　　・関係機関との連携し、情報共有を図る。

＜評価＞

１１月中旬からパートを始めたばかりである為、まずは、休まずいけている事を評価してあげる事が必要ではないか。まだ、始めたばかりで、次の就労の方向性について調整するのは早すぎである。ゆっくりと時間をかけ、少しずつパートの時間を増やしていきながら評価し、それから考えていく必要がある。本人のこのままの生活を維持し、今の現状をどうサポートしていくのかがケアプランとして立てる必要がある。

　女性メンバーに関しては、SSTを用いり、断り方について行なう必要がある。また、きちんと話す場を設ける必要があるのではないか。ナイトケアでは、女性スタッフの方が、話しやすいこともある為、ナイトケアと連携を図っていく必要がある。

３：宮　　陽子様（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症

＜問題点＞

1 安定した日常生活への支援

介入方法→・安定した生活の為の服薬とは何か、定期的に動機付けをする事によりコンプライアンスを図る。

· 週末の自宅外泊を繰り返しながら家事手伝い・家族からの依頼をする事で本人への役割を与える。

· 趣味活動への評価、作品を他にも紹介する事も含めて活動の領域を拡大。

· ライフスタイルの確立にあわせた生活環境について共に考える。

2 退所後についての支援

介入方法→・今までの入退院の原因を明確にし、今後のライフサイクルについて長期的な目標をして設定。本人が望むスタイルとはなにかについて探る。

· 自宅退所による本人のメリット・デメリットについて入所生活と比較し考える。

· 面談では、本人の希望や考えを尊重しながら、複数の選択肢を提案。それにより、自宅退所に固持しないようにする。

3 対人関係の支援（他者への不満・家族への不満）

介入方法→・本人の持つ不満や否定的に捉えていることに対してリフレーミングをする。

· 生活場面、自主会活動への参加・デイケア通所時・家族関係などの具体的な場面設定をしたSSTに参加する事で認知と行動改善を図る。

· 他者に対しその時々の気分で対応が違う。気分の状態に左右されることなく、統一した態度で接する。

＜評価＞

　幸房へ週２回でも幸房へ通わせてはどうか。それによってQOLの向上に繋がると思われる。商品にするものは幸房で作り、それ以外の展示したりする物はデイナイトで編むようにしてはどうか。

